
 

 

 

 Ⅰ 背景、目的など  

１ 背景 

【楕円形の都心づくり】 
○ 本市では、広島駅周辺地区と紙屋町・八

丁堀地区を都⼼の東⻄の「核」と位置付け、

それぞれが活力とにぎわいのエンジンを持

ち、相互に刺激し高め合うような「楕円形
の都⼼づくり」を進めています。 

このうち、当地区では、広域的な交通結

節点としての機能強化や再開発事業等の実

施による都心の活力向上など、広島の陸の
玄関にふさわしいまちづくりに取り組んで

います。 

【複雑化する歩⾏者のネットワーク】 
○ 当地区では、広島駅自由通路や新幹線口ペデストリアンデッキなどデッキレベルの歩⾏者ネッ

トワークの整備が進んでおり、既存の地上レベル、地下レベルと合わせて歩⾏者ネットワークが
複雑化します。 

【交通結節点機能の強化や再開発事業等の進展による新たな⼈の流れ】 
○ 当地区では、現在、整備を進めている広島駅⾃由通路や新幹線⼝ペデストリアンデッキに加え

て、広島駅南口広場の再整備等による交通結節点機能の強化や二葉の里地区及び広島駅南口地区

の再開発事業などにより、新たな⼈の流れが生まれます。 

【歴史的・文化的施設などへの案内】 
○ 当地区の周辺には、二葉の里歴史の散歩道、西国街道、縮景園、県立美術館などの歴史的・文

化的資源や東区役所等の公共施設が点在しており、当地区とこれらの連携強化を図るため分かり

やすく案内する必要があります。 
 

２ 目的 
  ○ 官⺠連携による歩⾏者専⽤ネットワークや新たな⼈の流れを周辺に広げる歩⾏者ネットワー

クを形成し、それらを分かりやすく案内することにより、地区の回遊性や一体性の強化を図ると

ともに、当地区のにぎわいを周辺に広げることを目的とします。 

広島駅周辺地区の歩⾏環境整備に向けた基本的な考え方(平成 28 年度) 
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３ 検討の視点 
  ○ 以下の三つの視点から検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
４ 対象区域 

○ 広島駅自由通路や新幹線口ペデストリアンデッキなど新たな歩⾏者ネットワークの整備が進む
広島駅及び商業・業務機能等の集積が図られつつある周辺の再開発地区を対象とします。 

○ また、当地区の新たな人の流れを周辺に広げる観点から、当地区と周辺の主な歴史的・文化的

資源等や公共施設などをつなぐ経路についても対象とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

官⺠連携による歩行者専用ネットワーク 

分かりやすい案内システム 

新たな⼈の流れを周辺に広げる歩行者ネットワーク 

視点１ 

視点３ 

視点２ 

凡  例 
 対 象 区 域  
  再 開 発 地 区 等  

新 た な ⼈ の 流 れ を 広 げ る ⽅ 向  
周辺 
施設 
等 

● 歴 史 的 ・ 文 化 的 資 源 等  
● 公 共 施 設  
 街 道 等  

 

広島市⺠球場 
（マツダスタジアム）

紙屋町・八丁堀地区 

⻄国街道 

● 

● 

県⽴美術館 
● 

縮景園 

JR 広島駅 

広島高速 5 号線 

● 
● 

京橋川オープンカフェ 

● 

● 

東区役所 

● 

⼆葉の⾥地区 

京
橋
川 

猿猴川 

若草町地区 
光町・愛宕町地区 

⼆葉の⾥歴史の散歩道 
広島市心身障害者福祉センター 

広島市児童総合相談センター 

広島駅南口地区 
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Ⅱ 現状及び課題  

現地や既往資料の調査等を基に、三つの視点から当地区の現状及び課題を整理すると、以下のとお

りです。 

 

視点 現状・課題 
１ 官⺠連

携による 
歩行者専
用ネットワ
ーク 

現状 

○広島駅自由通路や新幹線口ペデストリアンデッキの整備により、鉄道で分断され
た広島駅の南北の地区をつなぐ歩行者ネットワークの強化が図られる。 

○さらに、将来的には広島駅南口広場の再整備等により、路面電車が２階レベルで

広島駅に接続する計画となっており、当地区の歩行者の主要な経路が２階レベル
となる。 

○広島駅南口のＡブロックとＢブロックをつなぐ主な歩行者の経路は、地下レベルとな

っている。 

○二葉の里地区と広島駅は２階レベルの新幹線口ペデストリアンデッキでつなが
るが、地区内の歩行者ネットワークは、地上レベルで計画されている。 

○二葉の里地区と若草町地区は２階レベルの新幹線口ペデストリアンデッキでつ
ながるが、これらをつなぐ２階レベルの歩行者専用ネットワークには最短の経路
で接続されない部分がある。 

課題 

①歩行者の主要な経路が２階レベルとなるため、再開発ビル等と２階レベルで接続

する歩行者専用ネットワークを検討する必要がある。 

②これらの２階レベルの歩行者専用ネットワークと広島駅南口地下広場との連絡強化

を検討する必要がある。 

③広島高速５号線の出入口で分断された二葉の里地区２街区や医療施設が集積す
る４街区へ円滑に移動できるよう、これらと広島駅をつなぐ２階レベルの歩行者

専用ネットワークを官民が連携しながら検討する必要がある。 

④二葉の里地区５街区と若草町地区の間を円滑に移動できるよう、これらをつなぐ
２階レベルの歩行者専用ネットワークを官民が連携しながら検討する必要があ

る。 

２ 新たな
⼈ の 流 れ
を周辺に 
広げる 
歩行者ネ
ットワーク 

現状 

○当地区の周辺には、二葉の里歴史の散歩道や西国街道、縮景園、県立美術館、京

橋川オープンカフェなどの歴史的・文化的資源等が点在している。 

○駅西歩道橋や栄橋は、当地区と京橋川オープンカフェや縮景園等をつなぐ主要な
経路となっているが、歩道幅員が狭く歩行者と自転車の輻そうが生じている。 

○将来的には広島駅南口広場の再整備等により、路面電車の一部区間を廃止する計
画となっている。 

○広島駅と広島市民球場をつなぐ経路は、プロ野球開催時には多くの人でにぎわっ

ている。 

○愛宕町と猿猴橋町をつなぐ経路は西国街道の一部であるが、歩道が設置されてお
らず歩行者と自動車の輻そうが生じている。 

○駅西高架橋の側道や駅西地下道は、二葉の里地区と紙屋町・八丁堀地区をつなぐ
主要な経路の一つとなっているが、幅員が狭く通勤・通学時には歩行者と自転車
の輻そうが生じている。 

○広島駅と東区役所をつなぐ経路が分かりにくい。 

○二葉の里地区と光町地区をつなぐ経路には、一部に歩道が整備されていない区間
がある。 
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視点 現状・課題 
２ 新たな

⼈ の 流 れ
を周辺に 
広げる 
歩行者ネ
ットワーク 

課題 

①当地区と周辺の歴史的・文化的資源等をつなぐ主要な経路は、歴史や文化が感じ

られるような歩行空間とする必要がある。 

②当地区と京橋川オープンカフェをつなぐ主要な経路は、歩行者や自転車が安全に
通行することができる歩行空間とする必要がある。 

③路面電車を廃止する区間は西国街道へのアプローチとなることから、歴史やにぎ
わいが感じられるような歩行空間とする必要がある。 

④広島駅と広島市民球場をつなぐ経路は、広島市民球場に向かう多くの歩行者が安

全快適に通行することができるとともに、にぎわいが感じられるような歩行空間
とする必要がある。 

⑤愛宕町と猿猴橋町をつなぐ経路は、西国街道として歴史やにぎわいが感じられ、

安全で快適な歩行空間とする必要がある。 

⑥駅西高架橋の側道や駅西地下道における歩行者と自転車の輻そうを緩和し、安全で快
適な歩行空間とする必要がある。 

⑦当地区と東区役所をつなぐ経路は、歩きやすく安全で快適な歩行空間とする必要
がある。 

⑧二葉の里地区と光町地区をつなぐ経路は、歩道が連続した安全で快適な歩行空間

とする必要がある。 

３ 分かり
やすい 
案内シス
テム 

現状 

○広島駅や再開発ビル、道路など施設管理者ごとに案内を行っており、その表示内
容やデザインが統一されていない。 

○当地区では、広島駅自由通路等のデッキレベルと既存の地上レベル、地下レベル
の歩行者ネットワークが３層となることやこれらの歩行者ネットワークが再開
発ビル内の通路を介して接続されることにより、歩行者ネットワークが複雑化す

る。 

○二葉の里歴史の散歩道等の周辺の歴史的・文化的資源や東区役所等の公共施設な
どに関する情報提供が少なく、また、当地区とそれらをつなぐ経路も分かりにく

い。 

課題 

①案内板の表示内容やデザインの統一、管理者が異なる施設を跨いでも途切れるこ
とのない連続した案内などにより、目的地まで円滑に移動できるようにする必要
がある。また、高齢者や子供、外国人など誰もが、徒歩や車いすなど移動手段に

関わらず、複雑化する歩行者ネットワークから最適な経路を選択できるようにす
る必要がある。 

②周辺の歴史的・文化的資源や公共施設などに関する情報提供を充実する必要があ

る。 
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現状及び課題（視点３︓分かりやすい案内システム）  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

３-① 誰もが最適な経路を選択できるようにする必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

日本語と英語しか表記されていない。 

エレベータやエスカレータの位置が分かりにくい。 

出入口が階段となっていることの説明が不⾜している。 

（広島駅南口地下広場の案内板） 

（広島駅南口広場出入り口付近） 

（広島駅南口広場の案内板） （広島駅前バス降り場） 
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現状及び課題（視点３︓分かりやすい案内システム） 

３-① 誰もが最適な経路を選択できるようにする必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

拡大写真 
 

（広島駅南口地下広場の出口案内板） （路⾯電⾞の⾏き先案内板） 

広島駅の周辺地区を含め表示された案内板は広島駅南口広場の１ケ所しか
ないため、自分がいる位置を把握することが難しい。 

同じ番号で異なる情報が表示された案内板。デザインも統⼀されていな
い。 

同じ電⾞でも表示が統⼀されていない。 

（広島駅南口広場の案内板） 

（広島駅南口広場の表示） 

拡大写真 
 

（広島駅南口地下広場の表示） 
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現状及び課題（視点３︓分かりやすい案内システム） 

３-② 周辺の歴史的・文化的資源等や公共施設などに関する情報提供を充実
する必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

観光情報の発信や歴史的・文化的資源等への経路案内の充実など（イメージ） 

 

（栄橋付近） 

（広島駅構内） 

交通機関の乗り替え案内が中心の案内所 

表示した施設等がすぐ下の地図の範囲内にないため、施設の位置情報
が分かりにくい。 

拡大写真 
 

拡大写真 
 

（広島駅南口広場） 

施設案内が中心の案内所 

9



 

 

Ⅲ 基本的な考え方  
前記の現状及び課題の整理結果を踏まえ、基本的な考え方及び現時点で想定される取組イメージにつ

いて整理すると、以下のとおりです。 

視点 基本的な考え方 主な取組イメージ 
１ 官⺠連携

による歩行
者専用ネッ
トワーク 

○広島駅と再開発地区、ある
いは再開発地区相互をつな
ぐ歩⾏者専⽤ネットワーク
を形成する。 

デッキレベルの歩⾏空間を
基本として官⺠連携による
歩⾏者専⽤ネットワークを
形成する。 

① 広島駅自由通路や新幹線口ペデストリアンデッキ

等の整備 

②新幹線口ペデストリアンデッキの二葉の里地区の２
街区及び４街区への延伸の検討 

③二葉の里地区の５街区と若草町地区をつなぐ２階レ
ベルの歩行者専用ネットワークの検討 

④再開発ビル等への２階レベルの歩行者専用ネットワ

ークの接続の検討 

⑤３層（２階レベル、地上レベル及び地下レベル）の歩
行者専用ネットワーク間の上下移動の検討 

⑥既存地下道の壁面改修など環境整備の検討  など 

２ 新たな⼈
の流れを周
辺に広げる
歩行者ネッ
トワーク 

○広島駅周辺地区と主要な歴
史的・文化的資源等をつな
ぐ歩⾏者ネットワークを形
成する。 

地上レベルの歩⾏空間を基
本として歩⾏者ネットワー
クを形成する。 

①当地区と縮景園や県立美術館をつなぐ歩行空間の整

備（河岸緑地、栄橋における歴史、文化が感じられる
歩行空間整備の検討） 

②当地区と京橋川オープンカフェをつなぐ歩行空間の整備

（駅西歩道橋の拡幅整備の検討） 

③当地区と西国街道をつなぐ歩行空間の整備 
（路面電車の廃線敷を活用した歩道拡幅の検討） 

④当地区と広島市民球場をつなぐ歩行空間の整備（安全
快適でにぎわいがある歩行空間の整備検討） 

⑤西国街道の歩行空間の整備 

（愛宕町と猿猴橋町をつなぐ歩道整備の検討）など 

○広島駅周辺地区と東区役所
等の公共施設や既成市街地
などをつなぐ歩⾏者ネット
ワークを形成する。 

地上レベルの歩⾏空間を基
本として歩⾏者ネットワー
クを形成する。 

⑥二葉の里地区と紙屋町・八丁堀地区をつなぐ歩行空間
の整備（駅西高架橋の側道における歩行空間の再整備
の検討） 

⑦当地区と東区役所をつなぐ歩行空間の整備 
（統一感のある舗装や街路灯等の整備の検討） 

⑧二葉の里地区と光町地区をつなぐ歩行空間の整備（連

続した歩道整備の検討）          など 

３ 分かりや
すい案内シ
ステム 

 

○デッキ、地上、地下レベル
と複雑化する歩⾏者ネット
ワークを誰もが分かりやす
くする。 
 

①誰もが最適な経路を選択できる案内の整備（デザイン
が統一された案内サインの設置、目的地別に色分けさ

れた経路案内、記号や多言語等が表示された案内、ス
マートフォンなどを活用したバリアフリー経路案内
や音声誘導などの整備、エリアマネジメント組織との

官民連携によるサイン計画策定の検討）   など 

○周辺の主要な歴史的・文化
的資源や東区役所等の公共
施設などの情報提供を充実
する。 

②周辺の歴史的・文化的資源や公共施設などに関する情
報提供の充実（観光コンシェルジュなどによる歴史
的・文化的資源等の情報提供の充実、歴史や文化など

目的地や経路の特性に応じた案内板の設置検討）         

など 

注）取組イメージは現時点での想定です。 
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取組イメージ（視点３︓分かりやすい案内システム） 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  

３-① 誰もが最適な経路を選択できる案内の整備 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

（資料︓神⼾市ホームページ） 

（資料︓東京都） 

・⽬的地別に⾊分けされた経路案内や記号、多⾔語等が表記された案内の
整備検討 

管理者が異なる施設で⾊彩や表示内容が統⼀された案内 

（設置箇所︓ＪＲ広島駅構内） 

（設置箇所︓ＪＲ改札付近） 

（設置箇所︓新幹線口ペデストリアンデッキ） 

（設置箇所︓連絡通路） 

【JR 広島駅周辺の例】 

【JR 新⽩島駅周辺の例】 

・デザインが統⼀された案内サインの設置検討 

⽬的地までの経路を⾊分けにより表示した床案内（イメージ） 

ピクトグラムや多⾔語による表示がされた案内 
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取組イメージ（視点３︓分かりやすい案内システム） 

  ３-① 誰もが最適な経路を選択できる案内の整備 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

路⾯電⾞やバス乗り場のサインの統⼀、再開発ビルや公共施設におけるサイ
ン表示を共通性のあるデザインとするサイン計画の策定（イメージ） 

（資料︓熊本市ホームページ） 

・エリアマネジメント組織との官⺠連携によるサイン計画策定の検討 

  
 スマートフォンなどを活⽤して、⽬的地までの最短ルートや段差等

が少ないバリアフリー経路の情報を得ることが出来る案内の整備 

（資料︓国⼟交通省） 

・スマートフォンなどを活⽤したバリアフリー経路案内や⾳声誘導など
の整備の検討 
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取組イメージ（視点３︓分かりやすい案内システム） 

 ３-② 周辺の歴史的・文化的資源や公共施設などに関する情報提供の充実 

・観光コンシェルジュなどによる歴史的・文化的資源等の情報提供の 
充実の検討 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 

・歴史や文化など⽬的地や経路の特性に応じた案内板の設置検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

               

 

観光コンシェルジュなどによる歴史的・文化的資源等の情報提供 
（イメージ） 

歴史や文化が感じられる案内板（イメージ） 

（⾦沢駅の状況） 

（出典︓神⼾市ＨＰ） （資料︓神⼾市ホームページ） 

現在地情報（住所）や周辺施設の情報を表示 

⽬的地の⽅向や距離を表示 

※観光コンシェルジュ 
観光資源や宿泊施設等の案内だけではなく、お

客様それぞれのニーズに合った情報や地域の奥深
い情報を提供することにより、旅⾏先での魅⼒的
な過ごし⽅の提案等を⾏う⼈ 
 

（⼆葉の⾥歴史の散歩道付近） 

拡大写真 
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Ⅳ 市⺠意⾒募集の結果について  
 

募集期間 平成２８年１０月７日（金）から平成２８年１０月２７日（木） 

募集方法 
⑴ 市ホームページ及び広報紙「ひろしま市民と市政」に募集記事を掲載 

⑵ 市政記者クラブに情報提供 

⑶ 閲覧用（案）の設置（道路交通局道路部道路計画課、区役所、公文書館） 

応募結果 応募者数 ２人、意見数２件 

意⾒の概要 

・広島市周辺の見所や歩き方を親切に伝えるため、広島駅改札口周辺のわかりやすい場所に

観光案内所を移設してはどうか。 
・当地区の回遊性を高めるためには、広島駅から東郵便局を介してエールエールＡ館へ向か

うデッキレベルの歩行者ネットワークが必要である。 

本市の考え方 いただいた御意見については、今後の具体的な取組に当たっての参考とさせていただきます。 
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